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クラブ活動による調査とその成果

は
じ
め
に

江
戸
時
代
、
松
尾
芭
蕉
の
高
弟
で
あ
る
服
部
嵐
雪
の
俳
句
に
「
ふ
と
ん
着
て
寝

た
る
姿
や
東
山
」
と
、
鴨
川
に
沿
っ
て
、
た
お
や
か
に
連
な
る
京
都
東
山
三
十
六

峰
の
山
並
み
を
詠
ん
で
い
る
が
、
東
山
は
現
在
も
京
都
の
景
観
を
代
表
す
る
重
要

な
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
で
あ
り
、
そ
の
西
麓
に
あ
る
の
が
京
都
女
子
大
学
で
あ
る
。

こ
の
東
山
三
十
六
峰
で
一
番
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
一
峰
が
慈
照
寺
（
銀
閣
寺
）

東
背
後
に
あ
る
如
意
ヶ
嶽
で
あ
る
。

毎
年
八
月
十
六
日
、
お
盆
の
精
霊
送
り
の
火
が
灯
さ
れ
る
大
文
字
五
山
送
り
火

「
大
」
の
火
床
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
通
称
は
「
大
文

字
山
」
と
も
呼
ば
れ
て
い

る
。峰

の
頂
上
（
標
高
四
六

五
メ
ー
ト
ル
）
は
、
国
土

地
理
院
地
図
を
含
め
て
一

般
地
図
に
は
大
文
字
山
と

標
記
さ
れ
て
い
る
が
、
古
来
よ
り
こ
の
峰
は
如
意
ヶ
嶽
と
呼
ば
れ
、
周
辺
の
山
中

に
は
寺
院
跡
や
山
城
跡
な
ど
数
多
く
の
遺
跡
）
1
（

が
点
在
し
て
い
る
。

京
都
女
子
大
学
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
ひ
と
つ
に
京
都
女
子
大
学
考
古
学
研
究
会

（
以
下
「
考
古
研
」
と
い
う
）
が
あ
り
、
十
数
名
の
部
員
た
ち
に
よ
る
ク
ラ
ブ
活

動
の
一
環
で
、
こ
れ
ま
で
に
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
考
古
学
実
習
を
兼
ね
て
、
京
都
盆

地
を
取
り
囲
む
山
域
に
残
る
遺
跡
の
測
量
調
査
な
ど
を
進
め
て
き
て
い
る
。

特
に
二
〇
一
七
年
か
ら
行
っ
た
如
意
ヶ
嶽
山
中
の
遺
跡
調
査
に
よ
り
、
平
安
時

代
の
建
物
跡
や
遺
物
を
発
見
し
、
調
査
を
進
め
た
結
果
、
こ
の
遺
跡
は
九
世
紀
後

半
に
書
か
れ
た
『
安
祥
寺
資
財
帳
（
２
）』（

以
下
「
資
財
帳
」
と
い
う
）
に
記
載
さ
れ

て
い
る
檜
尾
古
寺
跡
（
山
林
寺
院
）
で
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め
、
確
定
す
る
大
き

な
成
果
と
な
っ
た
。

考
古
研
に
よ
る
調
査
は
、
法
的
手
続
き
が
必
要
な
発
掘
調
査
で
は
な
く
、
遺
跡

の
保
存
を
考
慮
し
て
、
地
形
測
量
や
探
索
棒
を
使
っ
て
の
礎
石
探
査
、
地
表
上
に

散
布
す
る
遺
物
の
採
集
な
ど
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
簡
易
な
調
査
方
法
で
あ
っ

て
も
大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
る
一
例
と
し
て
ご
紹
介
し
た
い
。

こ
の
章
で
は
、
学
生
た
ち
の
活
動
内
容
と
、
遺
跡
発
見
に
至
る
経
緯
、
成
果
等

に
つ
い
て
述
べ
る
。

〈
コ
ラ
ム
〉

ク
ラ
ブ
活
動
に
よ
る
調
査
と
そ
の
成
果

─
京
都
東
山
の
山
林
寺
院
跡

─

梶　

川　
　

敏　

夫

山城州大繪圖の如意ヶ嶽（1778年）
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１　

ク
ラ
ブ
活
動
と
安
祥
寺
上
寺
跡
の
調
査

筆
者
と
考
古
研
と
の
関
係
は
、
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
在
職
中
、

二
〇
〇
一
年
度
の
後
期
授
業
か
ら
公
務
が
休
み
の
土
曜
日
に
、
非
常
勤
講
師
と
し

て
考
古
学
の
授
業
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

暫
く
し
て
考
古
研
の
部
員
か
ら
、
考
古
学
を
直
接
指
導
す
る
教
員
が
不
在
で
部

活
の
指
導
を
し
て
欲
し
い
と
の
要
望
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
非
常
勤
講
師
の
立
場

で
、
ま
た
公
務
も
多
忙
な
た
め
当
初
は
断
っ
て
い
た
が
、
熱
心
な
部
員
た
ち
か
ら

の
懇
願
を
受
け
、
二
〇
〇
二
年
の
春
か
ら
部
活
の
指
導
を
始
め
、
現
在
ま
で
続
け

て
い
る
。

部
活
で
彼
女
た
ち
と
最
初
に
行
っ
た
遺
跡
調
査
は
、
そ
れ
ま
で
筆
者
が
個
人
的

に
職
場
仲
間
と
共
に
調
査
を
進
め
て
い
た
山
科
区
北
方
山
中
に
残
る
安
祥
寺
上
寺

跡（３
）で

、
遺
跡
は
安
祥
寺
山
の
標
高
三
五
〇
メ
ー
ト
ル
程
の
山
腹
尾
根
上
に
あ
り
、

遺
跡
へ
至
る
ま
と
も
な
道
も
無
く
、
谷
下
か
ら
急
斜
面
に
張
っ
た
ロ
ー
プ
を
使
っ

て
攀
じ
登
ら
な
い
と
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
大
変
厳
し
い
場
所
に
あ
る
遺
跡
で
あ
っ

た
。
そ
ん
な
悪
条
件
の
場
所
に
残
る
遺
跡
で
あ
っ
た
が
、
彼
女
た
ち
は
積
極
的
に

そ
の
調
査
に
挑
ん
で
く
れ
た
。

安
祥
寺
と
は
、
平
安
時
代
前
期
に
仁
明
天
皇
女
御
で
文
徳
天
皇
生
母
で
あ
る
藤

原
順
子
（
八
〇
九
〜
八
七
一
）
が
発
願
し
、
入
唐
僧
の
恵
運
（
七
九
八
〜
八
六

九
）
を
開
基
と
し
て
嘉
祥
元
年
（
八
四
八
）
八
月
に
創
建
さ
れ
た
真
言
系
の
密
教

寺
院
で
、
山
腹
尾
根
上
に
あ
る
上
寺
（
山
林
寺
院
）
と
山
裾
の
下
寺
か
ら
な
り
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
か
ら
上
寺
が
先
行
し
て
創
建
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
４
）。

こ
の
寺
に
関
し
て
は
『
三
代
実
録
』
の
ほ
か
、
恵
運
が
勘
録
し
た
資
財
帳
の
写

し
が
伝
わ
り
、
寺
歴
や
上
・
下
寺
に
あ
っ
た
堂
宇
や
仏
像
ほ
か
仏
具
、
寺
領
な
ど

も
詳
し
く
書
か
れ
、
調
査
を
目
指
し
た
上
寺
に
は
、
礼
仏
堂
、
五
大
堂
、
僧
房
、

庫
頭
、
浴
堂
院
な
ど
の
堂
宇
が
あ
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
資
財
帳

に
は
、
斉
衡
三
年
（
八
五
六
）
十
月
、
願
主
の
太
皇
太
后
（
藤
原
順
子
）
が
山
五

十
町
を
買
い
上
げ
て
安
祥
寺
（
上
寺
）
に
施
入
し
た
記
録
に
寺
域
の
四
至
が
記
さ

れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
寺
の
北
限
は
檜
尾
古
寺
所
と
書
か
れ
、
上
寺
北
方
山
中
に

は
檜
尾
古
寺
と
称
す
る
寺
院
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
天
皇
家
の
創
建
に
か
か
る
安
祥
寺
上
寺
は
、
中
世
以
降
に
は
廃
絶
し
、
さ

ら
に
下
寺
は
江
戸
時
代
に
境
内
地
を
毘
沙
門
堂
に
割
譲
（
５
）さ

れ
、
現
在
地
（
山
科
区

御
陵
平
林
町
）
へ
移
転
し
て
現
存
す
る
が
、
下
寺
が
元
あ
っ
た
場
所
は
現
在
も
不

明
の
ま
ま
で
あ
る
。

上
寺
跡
は
、
一
九
八
一
年
に
京
都
国
博
物
館
に
よ
り
測
量
調
査
（
６
）が

行
わ
れ
、
礼

仏
堂
跡
・
五
大
堂
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
他
の
堂
宇
跡
は
不
明
で
あ
っ

た
た
め
、
筆
者
が
一
九
八
五
年
頃
か
ら
個
人
的
に
遺
跡
調
査
（
７
）を

進
め
て
い
た
。

二
〇
〇
二
年
の
夏
か
ら
ク
ラ
ブ
活
動
で
調
査
を
開
始
す
る
こ
と
に
し
た
が
、
上

寺
跡
へ
は
ま
と
も
な
道
も
無
く
、
雑
木
で
先
の
見
え
な
い
薄
暗
い
山
中
、
ト
イ
レ

や
休
憩
施
設
も
な
い
最
悪
の
条
件
下
、
当
初
は
女
子
学
生
た
ち
で
は
調
査
を
行
う

安祥寺上寺跡の地形と建物復元図

安祥寺上寺想像復元図（南東から）
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の
は
無
理
と
思
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
彼
女
た
ち
は
果
敢
に
も
急
斜
面
を
重
い
測
量
器
材
を
担
い
で
ロ
ー
プ

を
伝
っ
て
攀
じ
登
り
、
雑
草
や
雑
木
を
か
き
分
け
て
探
索
棒
を
地
面
に
突
き
差
し
、

建
物
跡
を
示
す
礎
石
探
し
に
汗
を
流
し
て
く
れ
た
。

そ
の
結
果
、
地
表
直
下
で
礎
石
が
次
々
と
見
つ
か
り
、
建
物
跡
が
良
好
に
残
存

し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

そ
の
成
果
を
畏
友
の
京
都
大
学
大
学
院
文
学
部
の
上
原
真
人
教
授
（
当
時
）
に

伝
え
、
教
授
の
努
力
で
二
〇
〇
二
年
度
京
都
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｅ
研
究
テ
ー
マ
（
８
）の

一
つ
に

選
ば
れ
、
同
大
学
の
鎌
田
元
一
教
授
ほ
か
多
く
の
先
生
方
の
協
力
を
得
て
、
本
格

的
に
安
祥
寺
の
調
査
研
究
が
可
能
と
な
っ
た
。

二
〇
〇
二
年
十
二
月
か
ら
翌
年
一
月
に
か
け
て
、
京
都
大
学
・
京
都
府
立
大

学
・
花
園
大
学
・
京
都
女
子
大
学
の
学
生
た
ち
や
、
各
大
学
の
教
員
ら
が
調
査
に

加
わ
り
、
上
寺
跡
の
測
量
調
査
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
京
都
大
学
が
中
心
と
な
っ
て
山
裾
に
現
存
す
る
安
祥
寺
の
建
築
や
仏

像
な
ど
什
宝
を
含
め
て
、
考
古
、
建
築
、
歴
史
、
美
術
工
芸
（
彫
刻
）、
国
際
交
流

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
分
野
の
教
授
陣
が
参
画
し
て
学
際
的
な
調
査
研
究
が
進
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
、

こ
れ
ま
で
に
多
く

の
学
術
報
告
書
が

出
版
（
９
）さ

れ
、
講
演

会
も
開
催
さ
れ
る

な
ど
歴
史
研
究
の

上
か
ら
も
大
き
な

成
果
と
な
っ
た
。

そ
の
過
程
で
は
、
京
都
大
学
文
学
部
陳
列
館
の
会
議
室
に
お
い
て
、
学
外
の
専

門
分
野
の
先
生
方
も
含
め
て
何
回
か
の
研
究
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
一
般
の
学
生

も
参
加
を
許
さ
れ
、
わ
が
考
古
研
の
学
生
た
ち
も
熱
心
に
話
を
聴
講
し
多
く
を
学

ん
で
く
れ
た
。

２　

檜
尾
古
寺
跡
の
調
査

（
１
）
発
見
経
緯

そ
の
後
の
部
活
動
は
、
大
学
の
近
く
に
あ
る
清
閑
寺
旧
境
内
や
阿
弥
陀
ヶ
峰
城

跡
の
ほ
か
、
洛
北
の
江
文
寺
跡
や
静
原
城
跡
な
ど
、
夏
合
宿
を
通
し
て
測
量
調
査

を
進
め
て
き
た
が
、
二
〇
一
七
年
か
ら
、
改
め
て
安
祥
寺
上
寺
跡
の
北
方
に
あ
る

如
意
ヶ
嶽
山
中
に
残
る
大
規
模
な
山
林
寺
院
で
あ
る
如
意
寺
跡
の
調
査
に
挑
む
こ

と
に
な
っ
た
。

如
意
寺
は
園
城
寺
（
三
井
寺
）
の
別
院
で
、
筆
者
が
一
九
八
五
年
か
ら
個
人
的

に
調
査
し
、
解
明
を
進
め
て
き
た
遺
跡
）
10
（

で
あ
る
。
創
建
は
平
安
時
代
中
期
頃
と
み

ら
れ
戦
国
期
に
は
廃
絶
し
た
が
、
山
中
に
点
在
す
る
堂
塔
社
殿
を
詳
細
に
描
い
た

園
城
寺
所
蔵
の
『
園
城
寺
境
内
古
図
』「
如
意
寺
幅
」（
重
要
文
化
財
、
南
北
朝
期
、

以
下
「
古
絵
図
」
と
い
う
）
が
伝
わ
り
、
こ
の
古
絵
図
や
文
献
史
料
を
頼
り
に
数

年
か
け
て
広
範
な
山
中
の
遺
跡
探
索
を
行
い
、
東
西
約
二
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

南
北
約
一
・
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
に
点
在
す
る
本
堂
跡
や
複
数
の
子
院
跡
な

ど
、
遺
跡
の
全
容
を
ほ
ぼ
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
、
こ
の
調
査
で
発
見
し
た
子
院
の
ひ
と
つ
で
あ
る
大
慈
院
跡
推
定
地
は
、

他
の
寺
院
と
の
位
置
関
係
や
地
形
上
か
ら
も
古
絵
図
に
描
か
れ
た
場
所
で
あ
っ
た

が
、
古
絵
図
と
比
べ
て
遺
跡
の
規
模
が
大
き
く
、
付
近
か
ら
発
見
さ
れ
る
遺
物
も

平
安
時
代
前
期
の
も
の
が
あ
り
、
大
慈
院
に
先
行
す
る
別
の
寺
院
が
あ
っ
た
可
能

2002年の上寺跡の調査

急斜面はロープを伝って登る
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性
が
出
て
き
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
遺
跡
は
、
安
祥
寺
上
寺
の
北
方
約
六
〇
〇
メ
ー

ト
ル
に
位
置
し
、
先
述
の
恵
運
が
勘
録
し
た
資
財
帳
記
載
の
「
北
限
檜
尾
古
寺

所
」
の
跡
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
判
明
、
そ
の
証
拠
を
掴
み
た
い
と
考
え

て
い
た
が
、
当
時
は
公
務
が
多
忙
で
、
調
査
は
暫
く
の
間
は
手
付
か
ず
の
状
態
と

な
っ
た
。

二
〇
一
〇
年
に
京
都
市
の
文
化
財
保
護
課
を
最
後
に
定
年
退
職
し
て
以
降
、
改

め
て
考
古
研
の
部
員
ら
と
こ
の
遺
跡
を
中
心
に
踏
査
を
続
け
、
遺
跡
の
下
方
の
谷

か
ら
緑
釉
陶
器
や
灰
釉
陶
器
、
軒
平
瓦
な
ど
平
安
時
代
前
期
の
遺
物
を
表
採
し
、

古
絵
図
に
描
か
れ
た
大
慈
院
（
鎌
倉
〜
室
町
）
と
は
時
代
が
符
合
し
な
い
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
二
〇
一
七
年
に
は
、
山
中
に
鹿
が
繁
殖
し
て
増
え
た
こ
と
か
ら
、
遺
跡

上
に
生
え
て
い
た
雑
草
を
食
べ
尽
く
し
、
そ
れ
ま
で
隠
れ
て
い
た
礎
石
が
地
表
に

現
れ
た
。
そ
の
結
果
、
過
去
の
調
査
で
礎
石
を
一
個
し
か
見
つ
け
て
い
な
い
場
所

か
ら
複
数
の
礎
石
が
残
存
す
る
の
を
確
認
）
11
（

し
、
堂
宇
跡
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
改
め
て
部
員
た
ち
と
一
緒
に
こ
の
遺
跡
に
的
を
絞
っ
て
調
査
を
行

う
こ
と
に
な
っ
た
。

二
〇
一
七
〜
二
〇
一
九
年
の
夏
合
宿
（
各
二
泊
三
日
）
は
、
遺
跡
に
最
も
近
い

場
所
で
、
比
叡
平
の
南
外
れ
の
山
中
に
あ
る
池
の
谷
地
蔵
に
お
願
い
し
、
住
職
の

薮
康
栄
さ
ん
の
ご
厚
意
で
、
客
殿
を
学
生
た
ち
の
宿
舎
と
し
て
無
償
で
提
供
し
て

い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
入
浴
を
始
め
食
事
は
台
所
を
借
り
て
交
代
で
自
炊

し
な
が
ら
、
朝
か
ら
す
ぐ
に
現
場
へ
出
か
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
調
査
を
効

率
よ
く
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

調
査
は
、
夏
合
宿
以
外
で
も
休
祝
日
を
利
用
し
、
考
古
研
Ｏ
Ｇ
の
大
学
院
生
四

人
の
ほ
か
、
京
都
市
文
化
財
保
護
課
の
技
師
や
（
公
財
）
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研

究
所
の
調
査
員
ら
も
調
査
に
協
力
し
て
く
れ
た
。

（
２
）
発
見
し
た
遺
構

遺
跡
は
如
意
ヶ
嶽
南
側
山
腹
の
標
高
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
付
近
に
あ
っ
て
、
中
央

の
尾
根
部
を
二
段
に
削
平
し
て
両
側
の
谷
部
を
埋
め
て
造
成
、
大
き
く
五
箇
所

（
Ａ
〜
Ｅ
）
の
堂
宇
跡
を
示
す
平
坦
地
が
あ
り
、
地
形
測
量
の
結
果
、
遺
跡
の
範

『園城寺境内古図』「如意寺幅」（加筆修正図）

遺跡の測量と礎石の探査

建物跡Ａでの調査最終日

部員たち手作りの夕飯
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囲
は
東
西
約
一
四
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
一
三
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
。

堂
宇
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
平
坦
地
だ
け
で
も
、
合
計
面
積
は
約
二
、〇
〇
〇

平
方
メ
ー
ト
ル
、
そ
の
内
二
箇
所
か
ら
建
物
跡
を
確
認
、
東
側
の
Ａ
地
区
の
建
物

跡
は
、
南
面
す
る
礎
石
建
ち
五
×
三
間
（
一
四
・
四
メ
ー
ト
ル
×
八
・
一
メ
ー
ト

ル
）
で
建
築
面
積
は
一
一
六
・
六
四
平
方
メ
ー
ト
ル
、
中
央
尾
根
上
の
Ｄ
地
区
北

側
で
見
つ
か
っ
た
建
物
跡
は
、

礎
石
建
ち
東
西
桁
行
五
間
（
十

尺
等
間
で
一
五
メ
ー
ト
ル
）、

南
北
梁
間
は
二
間
（
四
・
八

メ
ー
ト
ル
）
の
み
を
確
認
し
た

が
、
三
ま
た
は
四
間
規
模
の
南

面
す
る
建
物
と
み
ら
れ
、
両
建

物
は
付
近
か
ら
の
瓦
の
発
見
数

が
少
な
い
こ
と
か
ら
檜
皮
葺
屋

根
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
ほ
か
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｅ
地
区
の
平
坦
地
に
も
堂
宇
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

発
掘
調
査
で
は
な
い
た
め
、
そ
れ
以
上
の
建
物
跡
の
確
認
は
で
き
な
か
っ
た
。

（
３
）
発
見
し
た
遺
物

遺
跡
か
ら
発
見
し
た
遺
物
は
コ
ン
テ
ナ
二
箱
分
（
五
〇
〇
点
以
上
）
あ
り
、
大

半
が
表
面
採
集
品
で
あ
る
。
軒
丸
・
軒
平
瓦
や
平
・
丸
瓦
の
ほ
か
、
須
恵
器
・
緑

釉
陶
器
・
灰
釉
陶
器
・
黒
色
土
器
・
土
師
器
、
そ
の
ほ
か
鉄
釘
、
鉄
楔
、
壁
土
な

ど
が
あ
り
、
大
半
が
平
安
時
代
前
期
の
遺
物
で
あ
る
。

特
に
注
目
さ
れ
る
遺
物
と
し
て
、
当
時
で
は
最
高
級
の
尾
張
の
猿
投
窯
産
緑
釉

陶
器
）
12
（

が
あ
り
、
東
方
の
Ａ
地
区
の
建
物
跡
か
ら
は
、
漆
に
金
箔
を
貼
っ
た
漆
箔
の

塑
像
片
）
13
（

が
多
数
見
つ
か
っ
て
い
る
。

塑
像
は
奈
良
時
代
の
天
平
期
に
は
大
和
を
中
心
に
数
多
く
作
ら
れ
た
が
京
都
で

見
つ
か
る
こ
と
は
珍
し
く
、
太
秦
の
広
隆
寺
旧
境
内
や
山
背
国
の
北
域
で
は
最
古

の
北
野
廃
寺
な
ど
、
こ
れ
ま
で
平
安
京
遷
都
前
に
創
建
さ
れ
て
い
た
寺
院
で
し
か

見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
漆
箔
は
初
め
て
の
発
見
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
、
軒

先
瓦
は
洛
北
の
芝

本
瓦
窯
産
と
み
ら

れ
、
遅
く
と
も
九

世
紀
初
め
に
は
開

窯
し
た
と
さ
れ
る

造
瓦
所
の
製
品
）
14
（

で
、

嵯
峨
天
皇
の
後
院

檜尾古寺の想像復元図（南から）

薄暗い樹下で礎石を探す部員たち

漆箔の塑像の破片

緑釉陶器片（椀）

檜尾古寺跡平面実測図
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史　　　窓

で
あ
っ
た
冷
然
院
創
建
時
の
所
用
瓦
）
15
（

と
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
発
見
遺
物
か
ら
想
定
さ
れ
る
時
代
は
、
発
掘
調
査
で
な
い
た
め
明
確

に
は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
九
世
紀
前
半
中
頃
に
は
寺
が
創
建
さ
れ
、
僅
か

で
あ
る
が
焼
け
た
痕
跡
の
瓦
や
十
世
紀
後
半
代
の
土
師
器
の
存
在
か
ら
、
そ
の
頃

に
火
災
に
遭
っ
て
廃
絶
し
、
そ
の
ま
ま
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
発
見
遺
物
は
、
平
安
時
代
前
期
に
属
す
る
も
の
が
大
半
で
、
当
初
推

定
し
て
い
た
南
北
朝
期
の
古
絵
図
に
描
か
れ
た
如
意
寺
の
大
慈
院
跡
で
は
な
い
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
こ
の
遺
跡
は
安
祥
寺
上
寺
の
北
方
約
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
山
中
に

位
置
し
、
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト
も
山
科
方
面
か
ら
と
み
ら
れ
、
発
見
遺
物
の
年
代
観

か
ら
も
資
財
帳
に
記
載
さ
れ
た
檜
尾
古
寺
跡
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

（
４
）
檜
尾
古
寺
の
創
建
者
に
つ
い
て
の
考
察

紙
面
の
関
係
で
安
祥
寺
の
調
査
成
果
に
は
触
れ
な
い
が
、
九
世
紀
中
頃
、
天
皇

家
の
創
建
に
関
わ
る
安
祥
寺
上
寺
創
建
よ
り
前
に
、
そ
の
北
方
約
六
〇
〇
メ
ー
ト

ル
の
山
中
に
存
在
し
て
い
た
檜
尾
古
寺
は
、
い
っ
た
い
誰
が
創
建
に
関
わ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

平
安
京
遷
都
か
ら
間
も
な
い
九
世
紀
前
半
代
、
都
に
近
い
山
岳
域
に
お
い
て
大

規
模
な
造
成
工
事
を
行
い
、
少
な
く
と
も
四
棟
以
上
の
堂
宇
を
建
立
、
平
安
京
跡

で
も
出
土
例
が
僅
少
な
高
級
陶
器
や
漆
箔
の
塑
像
の
存
在
な
ど
、
相
当
な
地
位
や

財
力
の
あ
る
人
物
に
し
か
創
建
に
関
わ
れ
な
い
条
件
が
揃
っ
て
お
り
、
し
か
も
、

九
世
紀
の
初
め
に
空
海
が
唐
か
ら
密
教
を
我
が
国
に
伝
え
て
か
ら
間
も
な
い
頃
に

創
建
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
山
林
寺
院
で
あ
る
。

残
念
な
が
ら
文
献
史
料
上
で
は
資
財
帳
に
し
か
寺
院
名
の
記
載
が
な
く
、
願
主

や
開
基
な
ど
を
推
定
す
る
の
は

極
め
て
困
難
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
条
件
下
で
あ
る

が
、
願
主
の
有
力
候
補
の
一
人

に
藤
原
三
守
（
七
八
五
〜
八
四

〇
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
『
公
卿
補
任
』、

『
日
本
後
紀
』、『
続
日
本
後
紀
』、

『
日
本
紀
略
』
な
ど
の
史
料
を

参
考
に
考
察
し
て
み
た
い
。

藤
原
南
家
の
三
守
は
藤
原
真

作
の
五
男
、
左
大
臣
藤
原
武
智
麻
呂
の
曽
孫
で
巨
勢
麻
呂
の
孫
に
あ
た
り
、
官
位

は
従
二
位
、
右
大
臣
、
贈
従
一
位
で
後
山
科
大
臣
と
号
し
、
嵯
峨
天
皇
に
近
従
し

重
用
さ
れ
て
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
。

三
守
は
、
弘
仁
十
三
年
（
八
二
二
）
六
月
十
一
日
の
延
暦
寺
（
比
叡
山
寺
・
一

乗
止
観
院
）
の
大
乗
戒
壇
設
立
に
力
を
尽
く
し
、
弘
仁
十
四
年
（
八
二
三
）
四
月

十
四
日
の
嵯
峨
天
皇
筆
『
光
定
戒
牒
』（
国
宝
）
に
別
当
と
記
載
さ
れ
る
な
ど
、

天
台
（
台
密
）
と
の
関
係
が
深
く
、
ま
た
嵯
峨
天
皇
と
の
関
係
か
ら
空
海
と
の
親

交
も
あ
っ
て
、
天
長
五
年
（
八
二
八
）
十
二
月
十
五
日
に
は
、
三
守
の
平
安
京
の

自
邸
（
平
安
京
左
京
九
条
二
坊
十
一
・
十
四
町
）
二
町
を
空
海
に
寄
進
し
、
空
海

は
綜
芸
種
智
院
を
創
設
（『
綜
芸
種
智
院
式
幷
序
』）
し
て
い
る
な
ど
、
外
護
檀
越

と
し
て
真
言
（
東
密
）
と
の
関
係
も
あ
っ
て
、
仏
教
に
対
し
て
信
仰
も
厚
く
理
解

の
あ
る
人
物
）
16
（

と
考
え
ら
れ
る
。

三
守
の
室
で
あ
る
橘
安
万
子
（
典
侍
、
従
四
位
下
）
は
、
弘
仁
八
年
（
八
一

藤原氏家系図
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七
）
六
月
十
四
日
に
死
去
、
彼
女
は
嵯
峨
天
皇
皇
后
で
、
壇
林
寺
を
創
建
し
檀
林

皇
后
と
呼
ば
れ
た
橘
嘉
智
子
（
七
八
六
〜
八
五
〇
）
の
姉
で
あ
り
、
嵯
峨
天
皇
に

重
用
さ
れ
た
こ
と
で
、
同
じ
宮
中
に
お
け
る
上
級
女
官
と
し
て
夫
の
三
守
を
支
え

た
と
み
ら
れ
る
。

そ
の
十
一
年
後
の
天
長
五
年
（
八
二
八
）
九
月
五
日
に
は
、
嵯
峨
朝
で
内
侍
を

務
め
た
異
母
姉
の
藤
原
美
都
子
（
左
大
臣
藤
原
冬
嗣
の
室
で
子
に
長
良
・
良
房
・
順

子
・
良
相
ら
が
い
る
）
が
死
去
。
同
年
に
三
守
は
先
述
の
平
安
京
の
自
邸
を
空
海
に

寄
進
し
た
ほ
か
、
淳
和
天
皇
の
要
請
を
受
け
て
正
三
位
・
大
納
言
に
昇
進
し
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
二
年
後
の
天
長
七
年
（
八
三
〇
）
四
月
三
十
日
に
は
、
実
弟
の
藤
原

三
成
を
四
十
五
歳
で
亡
く
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
同
年
十
月
七
日
に
は
、
藤
原
冬
嗣
、
藤
原
葛
野
麻
呂
、
秋

篠
安
人
ら
と
嵯
峨
朝
か
ら
引
き
継
い
で
修
訂
が
進
め
ら
れ
て
い
た
『
弘
仁
格
式
』

を
撰
上
（
同
年
十
一
月
十
七
日
に
施
行
）
し
て
お
り
、
三
守
は
編
纂
の
重
責
か
ら

解
放
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
の
中
で
、
仏
教
を
厚
く
信
仰
し
て
い
た
三
守
は
、
こ
の
頃
ま

で
の
重
な
る
身
内
の
不
幸
な
ど
か
ら
世
の
無
常
を
感
じ
、
先
に
自
邸
を
空
海
に
寄

進
し
た
経
緯
を
含

め
て
、
平
安
京
に

近
い
山
岳
域
に
山

林
寺
院
の
創
建
を

発
願
し
た
と
考
え

て
も
お
か
し
く
は

な
い
。

そ
の
後
、
三
守

は
承
和
五
年
（
八
三
八
）
に
は
右
大
臣
に
昇
進
、
承
和
七
年
（
八
四
〇
）
七
月
七

日
に
五
十
六
歳
で
薨
御
、
右
大
臣
従
二
位
皇
太
子
傳
で
即
日
従
一
位
が
追
贈
さ
れ

て
い
る
。

三
守
は
別
名
を
後
山
科
大
臣
と
号
し
て
い
る
が
、
山
科
は
天
智
天
皇
の
重
臣
で

藤
原
氏
の
祖
で
あ
る
中
臣
鎌
足
（
没
後
、
天
智
天
皇
か
ら
藤
原
姓
を
賜
う
）
の
陶

原
館
）
17
（

が
あ
っ
た
場
所
で
あ
り
、
天
智
天
皇
山
科
陵
（
御
廟
野
古
墳
）
も
存
在
す
る
。

鎌
足
の
死
後
、
室
の
鏡
女
王
が
造
仏
を
安
置
し
て
山
階
寺
（
山
階
精
舎
、
釈
迦
三

尊
像
・
四
天
王
像
が
あ
っ
た
）
と
な
り
、
や
が
て
飛
鳥
の
厩
坂
寺
を
経
て
、
平
城

京
遷
都
に
伴
い
興
福
寺
）
18
（

へ
繋
が
っ
て
い
く
と
さ
れ
、
山
科
は
藤
原
氏
に
と
っ
て
始

祖
所
縁
の
土
地
で
も
あ
る
。

そ
の
後
、
三
守
の
異
母
姉
（
美
都
子
）
の
子
で
姪
に
当
た
る
藤
原
順
子
（
藤
原

北
家
）
が
そ
の
経
緯
を
知
っ
て
、
九
世
紀
中
頃
、
伯
父
の
三
守
が
建
立
し
た
山
林

寺
院
の
南
方
、
同
じ
山
科
北
方
山
中
に
寺
院
建
立
を
思
い
立
ち
、
資
財
帳
に
記
載

さ
れ
る
と
お
り
太
皇
太
后
並
び
に
四
恩
の
為
に
嘉
祥
元
年
（
八
四
八
）
八
月
に
安

祥
寺
上
寺
を
創
建
、
さ
ら
に
斉
衡
三
年
（
八
五
六
）
十
月
に
は
、
北
方
に
あ
っ
た

檜
尾
古
寺
に
隣
接
す
る
南
側
の
土
地
五
十
町
（
約
五
九
四
、〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
）
を
買
い
上
げ
、
安
祥
寺
に
施
入
し
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
ほ
か
、
三
守
の
曾
祖
父
に
当
た
る
藤
原
武
智
麻
呂
に
つ
い
て
は
、
漢
詩
集

『
懐
風
藻
』（
七
五
一
年
頃
成
立
）
に
、
天
平
十
七
年
（
七
四
五
）
九
月
に
近
江
守

に
任
ぜ
ら
れ
た
藤
原
仲
麻
呂
の
「
比
叡
山
の
先
考
（
亡
父
の
藤
原
武
智
麻
呂
）
の

も
と
の
禅
処
（
禅
を
修
業
す
る
処
、
禅
房
）
に
あ
っ
た
柳
の
木
を
詠
ん
だ
」
作
に
、

麻
田
連
陽
春
が
和
し
た
詩
に
「
近
江
は
惟
れ
帝
里
、
裨
叡
は
寔
に
神
山
、
山
静
け

く
し
て
俗
塵
寂
み
、
谷
間
け
く
し
て
眞
理
専
に
あ
り
、
於
穆
し
き
我
が
先
考
、
獨

り
悟
り
て
芳
縁
を
闡
く
、
寶
殿
空
に
臨
み
て
構
へ
、
梵
鐘
風
に
入
り
て
傳
ふ
、

両寺の位置と推定アクセス図
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云
々
」
と
し
、
武
智
麻
呂
が
俗
塵
を
離
れ
た
神
山
（
比
叡
山
）
に
宝
殿
を
建
て
て

修
行
に
勤
し
ん
で
い
た
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
そ
の
場
所
は
不
明
な
が
ら
、
三
守
は

曾
祖
父
に
習
っ
て
比
叡
山
や
平
安
京
の
近
く
、
藤
原
氏
所
縁
の
地
で
あ
る
山
科
北
方

山
中
を
選
ん
で
、
仏
堂
の
建
立
を
発
願
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
お
、
こ
の
寺
院
が
資
財
帳
に
「
北
限
檜
尾
古
寺
所
）
19
（

」
と
記
さ
れ
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
檜
の
生
え
た
尾
根
に
寺
が
存
在
し
、「
所
」
は
所
有
地
（
境
内
地
）
を

示
す
も
の
で
、「
古
」
は
単
に
古
い
と
解
釈
す
る
よ
り
安
祥
寺
よ
り
前
に
あ
っ
た

寺
を
意
味
す
る
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
。

以
上
、
取
り
留
め
も
な
く
藤
原
三
守
が
こ
の
山
林
寺
院
を
建
立
し
た
可
能
性
の

あ
る
こ
と
を
書
い
た
が
、
創
建
に
か
か
る
願
主
が
三
守
で
あ
る
と
書
か
れ
た
史
料

は
見
当
た
ら
ず
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
筆
者
の
勝
手
な
推
論
で
し
か
な
い
こ
と
を

お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

３　

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
の
調
査
成
果
は
、
新
聞
各
紙
に
も
何
回
か
掲
載
さ
れ
、
二
〇
一
九
年

一
月
十
五
日
に
は
部
員
た
ち
が
フ
ジ
テ
レ
ビ
の

取
材
を
受
け
、
翌
朝
の
情
報
番
組
「
め
ざ
ま
し

テ
レ
ビ
」
を
通
し
て
全
国
へ
報
道
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
学
生
た
ち
の
協
力
で
、
京
都
市
考

古
資
料
館
に
お
い
て
二
〇
一
九
年
一
月
五
日
〜

二
月
十
七
日
ま
で
「
新
発
見
考
古
展
│
檜
尾
古

寺
跡
調
査
成
果
│
」
を
開
催
、
同
館
に
て
学
生

た
ち
に
よ
る
一
般
市
民
へ
の
説
明
会
も
開
催
し

た
。

そ
の
後
、
京
都
ア
ス
ニ
ー
の
平
安
京
創
生
館
で
企
画
展
「
平
安
京
周
辺
の
山
林

寺
院
」
を
二
〇
一
九
年
十
二
月
十
四
日
〜
二
〇
二
〇
年
五
月
二
十
九
日
ま
で
開
催
、

そ
の
ほ
か
、
二
〇
一
九
年
秋
の
藤
花
祭
で
も
企
画
展
を
開
催
し
、
部
員
た
ち
に
は

学
芸
員
の
実
務
も
経
験
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

二
〇
一
七
年
か
ら
三
年
間
の
調
査
成
果
を
ま
と
め
た
報
告
書
は
、
勉
学
に
多
忙

な
三
回
生
に
校
正
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
二
〇
一
九
年
八
月
に
上
梓
）
20
（

す
る
こ
と
が

で
き
、
調
査
関
係
者
や
関
係
機
関
、
市
内
の
大
学
の
考
古
ク
ラ
ブ
、
図
書
館
な
ど

に
幅
広
く
配
布
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
ま
で
調
査
を
遂
行
で
き
た
の
は
、
探
究
心
溢
れ
る
学
生
諸
君
の
協
力
と
努

力
の
お
陰
で
あ
る
が
、
山
岳
域
に
残
る
遺
跡
は
ア
ク
セ
ス
も
厳
し
く
常
に
危
険
が

伴
い
、
も
ち
ろ
ん
便
益
施
設
も
無
く
、
ア
リ
や
蚊
な
ど
の
昆
虫
に
悩
ま
さ
れ
、
時

に
は
鹿
や
猪
な
ど
が
出
没
す
る
女
子
大
生
に
は
最
悪
の
環
境
で
の
調
査
で
あ
っ
た
。

お
粗
末
な
が
ら
調
査
費
は
無
く
、
す
べ
て
部
員
の
手
弁
当
の
調
査
で
、
道
な
き

山
中
で
の
草
刈
り
、
雑
木
や
草
を
か
き
分
け
、
慣
れ
な
い
測
量
器
具
や
道
具
を

使
っ
て
の
測
量
、
発
見
礎
石
の
清
掃
や
山
中
で
の
遺
物
探
し
な
ど
、
大
汗
、
冷
汗

を
か
き
な
が
ら
調
査
を
進
め
た
。

2019年の調査参加者

テレビ局のインタビュー

京都市考古資料館の展示

平安京創生館の展示
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クラブ活動による調査とその成果

ま
た
、
合
宿
で
は
慣
れ
な
い
共
同
生
活
の
中
で
、
食
料
品
の
買
い
出
し
や
夕
飯

の
支
度
は
、
現
地
調
査
で
疲
れ
て
帰
っ
て
か
ら
部
員
が
交
代
で
行
っ
た
が
、
彼
女

た
ち
は
不
平
も
言
わ
ず
に
よ
く
耐
え
、
毎
年
合
宿
恒
例
の
花
火
大
会
や
ス
イ
カ
割

な
ど
に
も
興
じ
、
部
員
同
士
の
親
睦
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
も
で
き
た
。

調
査
は
発
掘
で
な
い
た
め
物
足
り
な
さ
も
あ
っ
た
が
、
当
初
の
予
想
以
上
の
成

果
が
生
ま
れ
、
現
場
で
の
調
査
活
動
の
ほ
か
、
遺
物
整
理
や
報
告
書
の
作
成
、
公

共
施
設
で
の
本
格
的
な
展
示
作
業
や
市
民
へ
の
解
説
、
マ
ス
コ
ミ
対
応
、
報
告
書

の
校
正
や
出
版
な
ど
、
通
常
の
学
生
生
活
で
は
経
験
で
き
な
い
多
く
の
こ
と
を
学

生
た
ち
に
体
験
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

当
初
は
筆
者
の
個
人
的
な
遺
跡
へ
の
興
味
か
ら
始
め
た
調
査
で
あ
っ
た
が
、
勤

勉
で
ま
じ
め
な
彼
女
た
ち
の
力
を
借
り
な
け
れ
ば
成
果
は
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
し
、

調
査
を
通
し
て
彼
女
た
ち
の
持
つ
潜
在
的
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
改
め
て
気
づ
か
さ

れ
た
次
第
で
あ
る
。

遺
跡
か
ら
歴
史
を
紐
解
い
て
い
く
と
い
う
実
践
と
学
び
の
経
験
が
、
彼
女
た
ち

の
大
学
時
代
の
エ
ポ
ッ
ク
と
し
て
記
憶
に
刻
ま
れ
、
こ
れ
か
ら
社
会
に
出
て
も
そ

の
経
験
を
是
非
生
か
し
て
欲
し
い
と
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

末
尾
に
、
檜
尾
古
寺
跡
の
調
査
に
参
加
し
て
く
れ
た
考
古
研
の
部
員
た
ち
の
氏

名
を
記
し
感
謝
と
し
た
い
。

安
藤
萌
望
・
石
﨑
茉
里
・
植
村
沙
彩
・
梅
野
沙
織
・
大
塚
美
紀
・
勝
部
雛

子
・
小
嶋
理
紗
子
・
佐
伯
綾
音
・
坂
根
早
織
・
佐
々
木
彰
子
・
新
開
悠
・

谷
祐
希
・
辻
野
彩
華
・
常
見
紗
椰
・
林
亜
利
紗
・
日
紫
喜
史
奈
・
菱
田
侑

里
・
樋
上
瑞
希
・
本
間
日
南
子
・
牧
野
千
里
・
宮
本
麻
菜
・
武
藤
真
由
・
横

関
美
咲
・
和
田
幸
奈
・
渡
邉
芙
美
奈
。 

（
あ
い
う
え
お
順
）

註（
１
）　

京
都
市
文
化
市
民
局
編
『
京
都
市
遺
跡
地
図
』、
如
意
ヶ
嶽
周
辺
山
域
に
は
、

平
安
時
代
の
如
意
寺
跡
、
安
祥
寺
上
寺
跡
・
浄
土
寺
七
廻
り
町
遺
跡
・
如
意
ヶ

嶽
経
塚
、
戦
国
期
の
如
意
ヶ
嶽
城
跡
・
中
尾
城
跡
・
東
山
岩
倉
城
跡
・
灰
山
城

跡
な
ど
多
く
の
遺
跡
が
点
在
し
て
い
る
。（
遺
跡
地
図
は
ネ
ッ
ト
で
配
信
）

（
２
）　

中
町
美
香
子
・
鎌
田
元
一
『
安
祥
寺
資
財
帳
』、
京
都
大
学
史
料
叢
書
17
、

京
都
大
学
文
学
部
日
本
史
研
究
室
、
二
〇
一
〇
年
。『
安
祥
寺
伽
藍
縁
起
資
財

帳
』
と
も
い
う
。
観
智
院
旧
蔵
本
（
重
要
文
化
財
、
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図

書
館
蔵
）。

（
３
）　

梶
川
敏
夫
「
山
岳
寺
院
」『
平
安
京
提
要
』、（
財
）
古
代
学
協
会
、
一
九
九

四
年
。

（
４
）　

上
原
真
人
・
梶
川
敏
夫
ほ
か
『
安
祥
寺
の
研
究
Ⅰ
│
京
都
市
山
科
区
所
在
の

平
安
時
代
初
期
の
山
林
寺
院
』、
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
21
世
紀
Ｃ
Ｏ

Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
、『
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
多
元
的
人
文
学
の
拠
点
形
成
』
成

果
報
告
、
二
〇
〇
四
年
ほ
か
。

（
５
）　

上
田
進
城
『
山
科
安
祥
寺
誌
』、
安
祥
寺
刊
、
一
九
二
九
年
。

（
６
）　

八
賀　

晋
「
安
祥
寺
上
寺
跡
」『
学
叢
』
第
三
号
、
京
都
国
立
博
物
館
、
一

九
八
一
年
。

（
７
）　

註
（
3
）
に
同
じ
。

（
８
）　

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
『
グ
ロ
ー
バ
ル

化
時
代
の
多
元
的
人
文
学
の
拠
点
形
成
』。
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム

2018年の夏合宿を終えて

発掘のプロも調査に協力

林の中で休憩
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（Century of Excellence Program

）
と
は
、
二
〇
〇
二
年
度
か
ら
文
部
科

学
省
の
研
究
拠
点
形
成
等
補
助
金
事
業
と
し
て
日
本
学
術
振
興
会
に
設
置
さ
れ

た
も
の
で
、
委
員
会
の
審
査
に
よ
り
補
助
金
交
付
先
の
審
査
、
評
価
が
行
わ
れ

る
。
日
本
の
大
学
に
世
界
最
高
水
準
の
研
究
教
育
拠
点
を
形
成
し
、
研
究
水
準

の
向
上
と
世
界
を
先
導
す
る
創
造
的
な
人
材
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

京
都
大
学
の
第
14
研
究
会
「
王
権
と
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
と
題
し
て
調
査
研
究
が

行
わ
れ
た
。

（
９
）　

註
（
２
）（
３
）
の
ほ
か
、
根
立
研
介
・
五
十
川
伸
矢
ほ
か
『
安
祥
寺
の
研

究
Ⅱ
│
京
都
山
科
区
所
在
の
平
安
時
代
初
期
の
山
林
寺
院
│
』、
二
〇
〇
六
年
。

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
『
グ
ロ
ー
バ
ル
化

時
代
の
多
元
的
人
文
学
の
拠
点
形
成
』
事
業
実
施
委
員
会
、
二
〇
〇
七
年
。
上

原
真
人
・
梶
川
敏
夫
ほ
か
『
皇
太
后
の
山
寺
│
山
科
区
安
祥
寺
の
創
建
と
古
代

山
林
寺
院
│
』、
柳
原
出
版
、
二
〇
〇
七
年
ほ
か
、
い
く
つ
か
の
論
文
や
報
告

書
が
出
版
さ
れ
た
。

（
10
）　

如
意
寺
跡
に
関
し
て
は
、
梶
川
敏
夫
「
如
意
寺
跡
発
見
へ
の
挑
み
」『
園
城

寺
』
第
56
・
57
・
58
号
、
園
城
寺
、
一
九
八
六
・
一
九
八
七
年
。
上
山
春
平

『
古
代
文
化
』
特
集｢

如
意
寺
の
諸
問
題｣

掲
載
の
梶
川
敏
夫
「
如
意
寺
跡
│

平
安
時
代
創
建
の
山
岳
寺
院
│
」。
家
崎
孝
治
・
鈴
木
久
男
・
梶
川
敏
夫
「
如

意
寺
跡
発
見
遺
物
」。
木
村
捷
三
郎
「
如
意
寺
跡
発
見
遺
瓦
」、（
財
）
古
代
学

協
会
、
第
43
巻
、
第
6
号
、
一
九
九
一
年
な
ど
が
あ
る
。

（
11
）　

梶
川
敏
夫
「
鹿
の
お
か
げ
で
見
つ
か
っ
た
幻
の
密
教
寺
院
」、『
文
藝
春
秋
』

第
96
巻
第
三
号
、
二
〇
一
八
年
。

（
12
）　

猿
投
窯
と
は
日
本
三
大
古
窯
の
ひ
と
つ
で
、
愛
知
県
名
古
屋
市
東
部
付
近
一

帯
に
古
墳
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
ま
で
焼
き
物
を
生
産
し
、
特
に
平
安
時
代

前
期
に
は
高
級
な
緑
釉
陶
器
が
焼
か
れ
、
平
安
京
へ
運
ば
れ
た
。
平
安
京
で
は

嵯
峨
天
皇
の
後
院
で
あ
る
冷
然
院
や
、
右
大
臣
藤
原
良
相
邸
で
あ
る
西
三
条
院

な
ど
皇
室
関
係
や
高
級
貴
族
の
邸
宅
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
。

（
13
）　

塑
像
片
は
、
京
都
芸
術
大
学
（
京
都
造
形
芸
術
大
学
）
歴
史
遺
産
学
科
教
授

の
岡
田
文
男
氏
に
分
析
を
お
願
い
し
、
漆
に
金
箔
を
貼
っ
た
漆
箔
の
塑
像
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
た
。

（
14
）　

網
伸
也
「
平
安
宮
造
営
と
瓦
生
産
」『
平
安
京
造
営
と
古
代
律
令
国
家
』
所

収
、
二
〇
一
一
年
。
芝
本
瓦
窯
の
創
業
は
、
同
産
軒
瓦
が
平
城
京
東
三
坊
大
路

で
出
土
し
て
お
り
、
大
同
四
年
（
八
〇
九
）
か
ら
弘
仁
元
年
（
八
一
〇
）
の
平

城
上
皇
に
よ
る
平
城
宮
の
再
整
備
段
階
以
前
に
は
創
業
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

（
15
）　
『
平
成
27
年
度　

京
都
市
埋
蔵
文
化
財
出
土
遺
物
文
化
財
指
定
準
備
業
務
報

告
書
│
平
安
京
左
京
二
条
二
坊
「
冷
然
（
泉
）
院
」
出
土
品
│
』、
京
都
市
文

化
市
民
局
、
二
〇
一
六
年
。

（
16
）　

空
海
と
三
守
及
び
最
澄
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
西
本
昌
弘
「
藤
原
三
守
の

経
歴
と
空
海
と
の
接
点
」『
空
海
と
弘
仁
帝
の
時
代
』、
塙
書
房
、
二
〇
二
〇
年

二
月
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
17
）　
『
興
福
寺
縁
起
流
記
資
財
帳
』「
宝
字
記
」、
天
平
宝
字
年
間
（
七
五
七
〜
七

六
五
）。
吉
川
真
司
「
近
江
京
・
平
安
京
と
山
科
│
古
代
の
山
科
│
」『
皇
太
后

の
山
寺
│
山
科
区
安
祥
寺
の
創
建
と
古
代
山
林
寺
院
│
』、
柳
原
出
版
、
二
〇

〇
七
年
に
詳
し
い
。
山
階
寺
（
陶
原
館
）
の
あ
っ
た
場
所
は
Ｊ
Ｒ
山
科
駅
西
南

の
現
在
の
京
都
薬
科
大
学
付
近
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

（
18
）　

吉
川
真
司
「
安
祥
寺
以
前
│
山
階
寺
に
関
す
る
試
論
│
」『
安
祥
寺
の
研
究

Ⅰ
│
京
都
市
山
科
区
所
在
の
平
安
時
代
初
期
の
山
林
寺
院
』、
京
都
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
『
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
多
元
的

人
文
学
の
拠
点
形
成
』
成
果
報
告
、
二
〇
〇
四
年
。「
近
江
京
・
平
安
京
と
山

科
」『
皇
太
后
の
山
寺
│
山
科
区
安
祥
寺
の
創
建
と
古
代
山
林
寺
院
│
』、
柳
原

出
版
、
二
〇
〇
七
年
。

（
19
）　
『
文
徳
実
録
』
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
三
月
二
十
七
日
条
に
、
仁
明
天
皇
崩

御
後
の
御
初
七
日
に
あ
た
り
、
近
隣
七
箇
寺
（
紀
伊
寺
・
寶
皇
寺
・
來
定
寺
・

拝
志
寺
・
深
草
寺
・
眞
木
尾
寺
・
檜
尾
寺
）
に
使
が
遣
わ
さ
れ
て
お
り
、「
檜

尾
寺
」
と
い
う
寺
が
仁
明
天
皇
の
御
陵
（
現
在
の
御
陵
は
不
確
定
）
の
あ
る
深

草
の
近
く
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
史
料
の
注
釈
に
は
「
檜
尾
寺　

字
類
抄
、

法
禅
寺
之
也
、
實
恵
僧
都
居
住
所
也
」
と
あ
り
、
空
海
十
大
弟
子
の
一
人
、
実

恵
（
上
足
実
恵
大
徳
：
七
八
六
〜
八
四
七
）
は
、
深
草
の
法
禅
寺
に
退
隠
し
て

「
檜
尾
僧
都
」
と
も
呼
ば
れ
、
檜
尾
寺
は
一
名
法
禅
寺
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
さ

れ
る
。
こ
の
「
檜
尾
寺
」
と
は
、「
法
禅
院　

檜
尾
」
と
あ
る
深
草
の
檜
尾
と

い
う
所
の
地
名
を
冠
し
た
寺
と
考
え
ら
れ
、
地
名
は
現
在
ま
で
伝
わ
っ
て
お
ら
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ず
、
ヒ
ノ
キ
の
生
え
た
山
裾
に
あ
っ
た
寺
を
指
す
と
み
ら
れ
る
。
京
都
市
遺
跡

地
図
の
オ
ウ
セ
ン
ド
ウ
廃
寺
が
そ
の
寺
跡
と
考
え
ら
れ
、
今
回
の
「
檜
尾
古
寺

所
」
と
は
別
の
寺
院
と
解
釈
し
て
い
る
。

（
20
）　

京
都
女
子
大
学
考
古
学
研
究
会
編
『
檜
尾
古
寺
跡
│
京
都
東
山
如
意
ヶ
嶽
山

中
の
平
安
時
代
前
期
山
林
寺
院
│
』、
二
〇
一
九
年
。




